










The pharmacokinetic change of lidocaine by catecholamines using 














[結果] 濯流圧はNEとATPで有意に上昇した。 NEでは対照群と比べ肝臓から濯流液への移行 CKI2)
が増大した。しかし，濯流液から肝臓への移行速度 (Kρ と肝臓からの消失速度 (K.)は変化しなかっ





















潅流圧はNEとATPで有意に k昇した。 NEでは対照群と比べ肝臓から瀧流波への移行 (kI2)が増大し
た。しかし濯流液から肝臓への移行速度ー (kZ1) と肝臓からの消失速度(九)は変化しなかった。 DAで
はK21及びK観が増大した。 K2の変化はなかった。 ATP投与後のlJドカイン肝内動態はDA投与後の変化
と同様であった。
同有肝瀧流系においては薬物の分布が濯流同路に限られるので，他臓器への分街，代謝の影響を無視す
ることが出来る。肝臓からの消失速度(k.')は肝臓での代謝及び排出の速度を示す。 NEでは~が定化を
伴わないでKI2が増大したことより代謝，排TfItを受けない無効な血流.つまり肝内シャントがα作周によ
り増加したと考えられる。 ATPで-はうJE同様に瀧流Eは上昇したが， Kl2の増大は認められなかったこと
から肝内シャントは増大していないと考えられた。低濃度のDAによる薬物動態学的パラメータの変化は
DAレセプターによる作用と思われ，濯流圧の上昇を伴っていなかった。
2分画モデゾレを用いた薬物動態解析によりカテコラミンによる肝内徴小循環の変化および1)ドカインの
肝内動態への影響を推測で‘きることが示唆された。
以上のことから，本論文は今後の研究および臨床診療に寄与すると考えられる。よって，本研究者は博
士(医学〉の学位を授与されるに値するものと判定された。
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